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（論文内容の要旨） 
 
 幼い頃、よくスケッチブックを屋外に持ち出し、庭の動植物の写生に熱中した。菜の花やスミレなど
の草花が陽の光を受けて風に揺れる様子を見つめ、土の上に腰をおろし時間が経つのを忘れて描きつづ
けた。描くなかで感じた大切な存在は、時の流れと共に移ろう生命そのものであった。年月を経た今で
は、自分自身も移ろいゆく存在であるという意識を持ちながら、作品を制作している。私が生きられる
時間には限りがある。しかしだからこそ、今生きているこの瞬間の尊さを描き出したいと思う。 
 このようにして、生きることと描くことを往来しつづけるなかで、愛と無常というふたつの要素が作
品制作の核心となっている。 表現の仕方によっては陳腐にも崇高にもなり得る、取り留めのない愛とい
う言葉の意味を、私は無常という言葉の裏付けにより模索している。 
 この手で触れる愛しいものも、この手も、いつの日か消えてなくなる。人は生まれ、生きて、そして
死ぬ。生きるとは無常そのものである。しかし、愛するという行為があることによって、無常を生きら
れるのではいだろうか。 
 二度とない瞬間を描き出し、キャンバス上に表れる風景を人々と共有したいと考えている。それこそ
が、私が絵を描く動機である。 
 本論文「青と無常」は、第一部「論考編」と第二部「作品編」から成る。 
 第一部「論考編」では、第一章から第五章にわたり、過去から現在までの作品を一連の流れで提示す
る。私は作品を前作に関連付けて制作する場合が多いからである。上述した愛と無常の関係性、また私
自身に無常観が形成された過程を論考する。 
 まず第一章「統合された身体－青を描く－」では、「青」という色彩が制作において不可欠な要素とな
った過程を記す。その際に基軸となるのは「青による身体と精神の統合」である。10代後半、私の身体
と精神はある病によって分離していた。浪人時代に油絵を描きながら心身をひとつに合わせる道のりで、
青の魅力に出会う。その後も青い油絵具をもちいて、学部１年次で『air』、２年次で『月と血』を描き、
身近な事物や人物を対象に作品制作を継続するようになる。対象物と制作動機の関わりを述べながら、
青い色彩が内包する意味について記す。 
 第二章「無常－循環する生命－」では、生きることと描くことの関わりについて記す。学部２年次の
後半にダムタイプのパフォーマンス『S/N』の公演記録映像を観たことで、「人生そのものを表現する」
ということを意識し始める。その後、学部３年次に『おはよう』、学部卒業制作に『all is vanity』を
    
 
描くなかで、生命の循環に自己の存在を重ねるようになる。作品を制作しながら幼年時代の記憶を手が
かりに生と死について思考し、そこから無常観が形成されるまでの経緯を論考する。 
 第三章「無常における自我－存在の本質－」では、無常における自己存在について考察するなかで生
じた「不変的自我は存在するのか」という問題を、仏教思想および実存主義哲学を手がかりに解明する。
この問題は、学部４年次の卒業制作を終えた頃から今現在に至るまで、作品制作における重要な要素と
なっている。まず、仏教思想における我の有無を追究する。続いて、マルティン・ハイデッガーの著書
『存在と時間』を読み解き、死を基軸に据えた人間存在の在り方を考察する。そして人間の本質とはど
のように成立するのか、という問題を扱うジャン・ポール・サルトルの著書『存在と無』を手がかりに、
「不変的自我は存在するのか」という問いに対する自分なりの回答を述べる。 
 第四章「孤独－無常の受容－」では、ドイツ留学および修士課程、また博士後期課程の作品制作につ
いて述べる。ドイツに留学したことで、環境の変化による精神的孤独から、無常観ならびに作品表現の
方向性が変容していく経緯を記す。また、ヴォルフガング・ティルマンス、フェリックス・ゴンザレス
＝トレスの作品に触れながら、美術を通じて人々と関わる意義について論考する。 
 最終章の第五章「愛と無常－愛と死－」では、博士後期課程の最終学年を迎えた2011年の春、恩師と
友人の突然の死に直面し、絶望と向き合いながら絵を描くなかで、愛という観念的存在が形成された過
程を述べる。また私が考える愛と無常の関連性について述べ、そこから制作された作品『love and 
nothing』を紹介して、第一部「論考編」の最後のまとめとする。 
 第二部「作品編」では、主に近年の作品を提示していく。近年の制作では、日常生活のなかで死を意
識し、生きることの儚さや脆さを感じながらモチーフを模索している。死は、生きることのなかに潜在
していると考えている。生きているという状況のなかに、死の可能性は潜んでいるのではないだろうか。
そのような意識を持ち、日常を見つめ、移り変わる風景を絵のなかに留めておきたいという思いを抱い
ている。 
 描かれたモチーフにまつわるエピソードや、自らの心理状態などの具体的な解説を添えながら、博士
後期課程修了制作『mlyl』までの歩みを記そうと思う。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文の筆者、高井史子は、学部の一年生のときから、青の色彩を主とした絵画作品を制作している。
大学院の博士展でも、出品された絵画作品は、青、青、青ばかりである。なぜ青なのか。本論文では、
その制作の内側が語られ、絵画における青の効果と意味についての論考が展開される。 
 本論文の第一章の「生きる－青を描く－」では、19歳から青い絵を描くようになった経緯が明かされ
る。心身の不調、それを乗り越えるために描かれた絵画。そして青で染まった祖母の肖像『air』等が紹
介され、青の色彩が筆者にとってどれほど根の深いものかが語られる。 
 また絵画技法材料の専門の立場から、青系の絵具、オリエンタルブルー、プルシャンブルー、ウルト
ラマリン、コンポーズブルーの微妙な差異が検証され、筆者がどのような青を選択・創造していったか
が解説される。 
 第二章の「無常－循環する生命－」では、筆者の芸術体験である、ダムタイプの作品が取り上げられ、
そこに込められた「生きる」というテーマを、筆者自身の作品と重ね合わせていく。 
 第三章の「無常における自我－存在の本質－」では、本論文で青とならぶもう一つのテーマである「無
常」が取り上げられる。ブッダ、ハイデッガー、サルトルなどの思想が検証され、その「無常」が、や
がて「青」と表裏一体であるという本論の主題の地均しをする。 
 そして第四章の「孤独－無常の変容－」では、第三章をうけ、筆者のドイツ留学の体験談などにも言
及されながら、青が無常の色彩であることが明かされていく。「私にとってプルシャンブルーの物質性は、
    
 
ひとりの人間の人柄そのもののような存在である」とも語られ、青が単なる色彩ではなく、人間を描く
ためのメディアとして、筆者の内面化がなされていくことが語られる。 
 第五章の「愛と無常－愛と死－」では、論文タイトルの「青と無常」が、筆者の絵画制作の深化によ
り内面化、人間化され、「愛と無常」という言葉へと変容していく。 
 筆者の恩師である故・大西博准教授も、青を描く画家であったが、筆者はその師の薫陶を受け、自身
の青を磨き上げ、青の色彩を、心を描く技術へと昇華させた。 
 本論文の口頭発表は、博士展での会場で行われたが、そこで使われた言葉の的確さ、節度の効いた感
情の抑揚、自身の内面を深くえぐりだす勇気と明快さなどと共に、その論文内容は高く評価することが
できる。また絵画技法材料の専門分野の研究として色彩へと迫り、他の絵画専攻とはちがう独自の領域
にも論考が及んでおり、オリジナリティのある研究となっている。青は、筆者の芸術のスタイルであり、
技術であり、心でもあるが、本論文では、それらが有機的に一つのものへと結びつき、美術研究として
高く評価できる論考となっている。 
 よって、本論文を、東京藝術大学の博士論文として合格としたい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 十年以上も青い絵画を描き続ける高井史子。飽きないのかと思いもするが、博士論文の一連の発表で
「青」は表面的なスタイルではなく、彼女の中を流れる血のようなものなのだ、と筆者は思うに至った。
思春期の昂る情緒を鎮める青、愛の一体感に溺れるような青、家族の記憶を脳裏に焼き付ける光陰とし
ての青。「青」は単なる色彩ではなく彼女の情念をコントロールしてきた一種の物質なのだ。 
 一昨年頃、描きかけの彼女の絵を初めて見た。画面は青く塗られておらず、赤色で覆われていた。プ
ルシアンブルーの絵具の輝度や深みを調整するための暖色として使用する赤らしいが、その使われ方は
一種の儀式のようにも思えた。 
 在学中、死と引き換えに愛を選ぶという真実の踏絵のような“HIV”と“同性愛”の問題を、身を挺し
て表現したダムタイプの古橋悌二やフェリックス＝Ｇ＝トレスの作品との出会いによって、「表現で鑑賞
者とどのように関われるのか」と彼女は考えた。ドイツ留学時に愛の破局を経験し画面に現れたのは、
生の昂揚と死への不安を往復する動揺を脱して辿り着いた、孤独の調和ともいうべき風景だ。自分の見
ているものは自分にしか見えぬが、他の誰もがそういう孤独な眼差しを持った存在として自分と同じよ
うに生きている“孤”の群れなのだ。そういう納得の上で視界に映り込む日常の静謐の美が画面に現れ
始めた。 
 昨春彼女は震災のみならず人生の衝撃に見舞われた。恩師と友人を一時に水難事故で喪った。動揺の
遣り場もなく、彼らの最後の場所となった水辺の風景を描くしかなかった。それらの作品は不思議と、
亡き恩師の描く青い絵画の静けさにも友の絵の虚無感にも通じる空気を持っている。愛とは、他者を所
有することでもなければましてやその生命を永遠にひき留められることでもない。残された者の虚無は、
去ってしまった人が各々の内面で見たであろう風景の中を彷徨うしかない。 
 提出作品において、彼女の青い絵画からは更に細部の描写が省かれた。大空に鳥が舞う三連の絵は、
精度面で批評するには情報量の少なすぎる作品とも受け取れた。が、実はその三枚には「二匹の鳥が出
会い、一対のものとして連れ添い、また離れて行く」という象徴的な愛と別離の時間が物語られていた。 
 彼女の描く絵画は、アーティストの卵が世間に自分を認知させるための虚仮威しのような装飾や身ぶ
りとは無縁だ。多くの学生が自分のスタイルを総浚いで見せることの多い博士研究発表において彼女は、
最も内面的な無常の時間を切り取ってみせた。解らない人には何も伝わらないかもしれない。しかしそ
の静かな大空の絵は、誰しも人生で必ず経験したはずの孤独な心の震えを呼び起こす、深い既視感を放
っている。愛することとは、他者の孤独から眼差された深淵を垣間見て、自身の孤独をどうしようもな
    
 
く揺さぶられる、震えに他ならない。それらの作品がそう教えてくれるかのようだった。 
 芸術というものは、時代の寵児を匿う華やかな制度としてのみあるのではなく、すべての人間の人生
に静かに寄り添い黙って何らかの共感を呼び起こすための、大事な何かなのだ。そういうことを思い出
させる一貫した彼女の姿勢に、高い評価を与えた審査結果となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 高井史子の画面は、全面が限りなく透明に近いプロイセン青（プルシャンブルー）で覆われており、
その時々の形象が描かれている。植物であったり、花であったり、風景であったり、琴線に触れる、見
ることの体験が込められている。新即物主義的に物自体に迫真的に追求しているように見えながら、「ゆ
く河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず」というような無常の状態を意識しているように
思える。今回は、一日という時間という経過に着目し、飛翔する鳥にフォーカスした十六枚の小品を並
べ、そして飛翔している二羽の鳥が交差して飛び去る姿を三枚の大作に託している。連句、連歌とつな
がる、連作であり、恩師大西博先生と友人佐藤万葉に対する挽歌であるのかもしれない。 
 高井史子の透明な青色油絵具＝プロイセン青の下層には、不透明な赤色油絵具＝バーミリオン（辰砂）
が塗ってある。入射光線は透明な絵具層を透過して、不透明な絵具層で反射して、オプティカルな作用
による混色が成立する。このような深層光による色彩効果は、油画の絵画技術の最大の特徴でもある。
このような深みの感じられる色調は、ぼかしのテクニックによって、精緻な諧調（グラデーション）が
醸し出される。そのような重層構造の画面を見つめると、観者は視覚の想像力を刺激される。 
 高井史子の画面を見つめていると、ゴッホの日本人の芸術について述べた言葉を思い出す。「日本の芸
術を研究してみると、明らかに賢者であり、哲学者であり、知者である人物に出会う。……かれはただ
一茎の草の芽生えを研究しているのだ。ところがこの草の芽がかれに、あらゆる類いの植物、つぎには
季節、田園の広々した景色、そして動物を、人間の顔を描かしめるのだ。このようにしてかれは生涯を
暮らすが、すべてをなしとげるべく人生は余りに短い。いいかね、かれら自身が花であるかのように、
自然の中に生きるかくも素朴な日本人がわれわれに教えるものこそ、ほんとうの宗教といえるのではな
かろうか？……」（書簡五四二） 
 博士論文では、少女期から現在までを振り返り、自分自身の身体と精神の絡み合いを考察し、みずか
らの存在理由を問いている。高井史子自身が花であるかのように、無常の自己存在を確かめている。そ
して、これからさらなる愛という観念的存在が形成され、新たな方向に向かって、持続する制作活動を
深めていくことを期待したい。 
 以上 
 
 
